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《年次総会 ク リスマスバーティ》

同会 SAA足 立潤二郎

☆点   鐘       会 長 赤 尾 木 雄

☆g―タリーツンタ  「 奉仕の理想」

ルタリタ‐SAA吉 沢 洋 景

☆お客様紹介      会 長 赤 尾 木 雄

三実亭可楽様 (毒語家)

由井 重 光、照子棲 (特別代表)

中村 洋 一、仁子様 (東京多原RC)

朝倉 未 行様 (東京多摩RC)

小西平三郎犠 〈東京多摩RC)

藤原  繁 様 (ハワイスポーツ財団)

会員候補者 3名の人

会推薦を承認した。

新春最初の例会 (1/

6)を夜間例会に変更

する。

米山普通寄付及び財

団年次寄付のガバナ
ー要望額に対し、当

☆ 会 務 報 告

ネ理事会報告

12/16開催の第11回理事会で次の通り審議

決定した。

会長 赤 尾 未 送

クラブガ努力日標とした末達成部分を、本

口のクリスマスチャリティーバザー売上金

の一部をもって満額を達成する。

ヤその他

社会奉仕委員会その他常任委員会委員長の活

動現況及σ計画等についての報告。

会報委員会提案の会報編集に関する問題提

起については関係者と協議の上、現形式を

継続する方向で改善策を検討する。

☆ 幹 事 報 告     幹 事 遠藤 二gn

キ事務連絡

事務向の年末年始の休暇に関するめ知らせ

明B12/24～ 1/5迄お休み

1月 6日の例会は夜間例会に振替える。

ネ新入会員候補推薦に関するお知らせ

平野 行 広様、憶倉 テJ久様、小泉 安 様

新会員として増薦され誌手続きを経て理事

会で承認されました。異議のある方は本日

より10日以内に文書にてお申出下さtL
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☆委員会報告

★親睦委員会 親暖 員長 杉日

ざご__の孝
伸や

ニコニコBOX

赤尾 本 進 メ リーク

リスマス、葉坂会長、

古屋幹事をはじめス

ボンサーつラブの皆

様そして大勢の奥様

ご家族の皆様をお迎

えして。

〔親クラブ幹事 1古屋 置 児様〕

串 降 次 総 剣 やかかややや

会長 赤 尾 未 撻

1993～1994年度、役員、理事の選挙を行い

たい旨の発言あり、以下の1景補者の発表あつ。

会  長    績 倉 景 三

会長Iレクト   宮 本  説

副 会 長   同 間 茂 穂

幹  事    北 村 幸 彦

会  計    杉 日  誠

理  事    大 松 訪 ニ

理  事    橋 □ 'キ三

理  事    橋 本 章 夫

理  事    隅   耕 造

理  事    津 守 弘 範

全員具議なくこれを了承する。

次年度横倉会長より、来年 7月からの年度、

いうき貫けすることになりましたが宣しくお

願いしますとの技拶あり年次総会を終了する。
イ'′             壊 '  十

遠穣 二 郎 お 魯様ようこそ。清じこの夜楽

しくお過ごし下さしヽ

奥日 文 夫 6ヶ 月間やっと会報を遅れず由

すことができました。来年もこ宝読お願い

します。

北村 幸 彦 副 日さんようこそ。来年も頑張

って下さい。

奈日 舞 子 今 年最後の例会でこの不況風を

吹きとばしましょう。

佐48 FO底  横 合さん、お着物良<に あいま

すねb

若林 滋 和 家 族全員で来ました。

宮本  説  半 期平均出席率90%確 保てきま

した。

萩生日茂夫 今 日父親の49日息て大変遅くな

りました。

再地  敏  先 週欠席いたしまして」ルフの

仰礼を忘れましたので。

藤本 吉 文、 高 野 範 城、 伊 神  合

内藤  安 、 中 山le―郎、 杉 日  説

大熊 将 夫、 若 般 末 勇、 吉 沢 洋 景

海野 栄 一、 足 立P.l三郎、 新 海源四郎

津守 弘 範、 村 上  久 、 高 村  弘

橋□ 'キ三

ル″ ク′な効 す″

メリークリスマス 1

以上合計 77,000円

ネ親嵯委員長よりお祝をいたたいた方へのお

礼の言葉と発表あり

由井 重 光 様

中村 洋 一 様

古屋 誠 児 様



★出席委員会  出 席委員長 宮本 誠

〔出席報告〕

総数 出席 M U 欠席 出 席 率

釜昌 45 4 3 0 2 955浄
回
止
一計

4 5 41 1 3 933控

米点 会長 赤 尾 本 避

w中 嫌 ● F t十 輸 報 車

【クリスマスパーティ】

引き続き、お魯様、会員家族を含めた、ク

リ又マスパーティが催され、特別リストとし

て落語塚、三笑亭可楽師匠の小話もあり、終

始なこやかに、チャリティ 才 ―クション

(1491X10円)事 も行われました。年後 9時

「手にてつないて」を唱和して終了。
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〔小話 :三実手
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〔サンタと共に〕

〔乾杯′

〔サンタと共に〕

てキャントル サ ービス〕



一

(萩生田茂夫会員、伊神会員夫大信子様)

〔1 2月若増税〕

(小坂―郎 様 子様 猪 般末男 初 工様)
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《新春寿|1会)

☆点   鐘

☆国 歌 斉 唱

す0-'サーリツタ

司会 SAA足 立f・l二郎

会長 赤 尾 木 送

f我専の生業J

リツ")'一 SAA吉 沢 洋 景

おかかかさ 昨 頭 ご 撲 拶】かがかなか

会長 赤 尾 木 進

明けましておめてと

うこさいます。私たう

のRCに とっては台立

以采 3度日の新春を迎

え将来の発展に限19な

き期待とネ望がわ線と

して潟き出するの感を

整<す る所であります。

さて、1992～1993年度は、既に前半の 6ヶ

月を経過して折ll追し点に達しており、いよ

いよ正念場の後半をllIえるモこ至りました。こ

の時期にeい 出されるのはll tt llヌトガバナ
ーが有々言つれてかられた 「□一つリーの事

業は前半にその80%を 達成し、後半はその仕

上げのR8re3でぁるJと の言葉です。この言葉

は□―タリー活動の在ll方について真実を表

現しているものと理解しながら、現実には並

大にの努力では実現困難なものと、今つくう

く実感しております。本年度の当クラブの実

態を反省する1こ、描体的にみてこの言案とは

違い状況にあり、後半6ヶ月ての各章員会の
一層の吾起が期待される所であります。

こ存知のように、今月は 「□一つリー理解

埴進月間Jで すが、先のアピーRI会 長は、

「今の□―タリーは20%の □一つリアンが80

%の 仕事をしている。のこのの80%が □―タ

リーを理解し□―タリーに参加するならは、

□―タリーは今の 4俗の仕事ができる」と言

われ、更に 「ロータリーとは何が、そして何

ををすべきかを大0らない□―タリー会員が増

えているJと も言っております。今年度のダ

クターマン会長も 「□―夕リーを知らない幾

子とも知れめ0-タ リアンJと の表現を用い

~埼強も表ォ '・
rT

〔12月羅生3E]



て、かかる行動しない単なる□一つリー会員

を戒め、真に行動する□―タリアンヘの意識

の高揚を求めておられます。これは取りも直

さずローつリー情報の徹底を強詞するものに

ほかなりません。

新春にあたり、□―タリーを学び行動する

真の□一つリアンヘの隆進を会員一向あらた

めてきい合いたいと存じます。

最後に会員及cFご家族のますますのこ健勝

と、事業の弥実をこ折念中し上げます。

します。

【新春寿"会 乾杯】 バ スト会長 日 中 質

新春を祝って 「わめてとうJで乾杯。

☆会 務 報 告 会長 赤 尾 未 進

□一つリー財団寄付金シェア選択決定

1991～92年度当地区□一,リ ー財ED寄付金

に対するシェアの選択を決定し、ワークン
ートを□―タリー財団管理委員会宛提出し

た0ね 小合ガパナー、由井□―タリー91団

委員長よ19報告があった。(総額S291,00117

各委員会活動計画半期報告書のli出

各委員会より本年度前半の活動実績及び後

半の活動予定を1/27(水 )ま でに提出いた

だきたい。

☆ 幹 事 報 告

会員証の発行

新しい会員証を発行

し、本日お配りして

あります

下半期会章の請求

下半期の会,の 請求

書を本日お配りして

ありますので1/29迄

に納入して下さしヽ

例会変更 東 京多摩

12/23の年次総会て

次期役員が決定されま

したが、その後新役員

の役割分担を決めまし

た。また本0例 会後、

被選理事会を開催し、

各委員会の委員長等の

人事を協議、決定いた

☆委員会報告

★出席委員会  出 席委員長 宮本 誠

本年度前半は、皆さ
′ヤ

んのこ協力のお陰で90

%を 超える出席率とな

りました。後半も最低

90%を 確保するよう0

願いいたします。

〔出席 報 告 〕

~コ ニコBOX

〔出席売除者 1名 〕

〔欠席者〕城含工博、高野範城、

★親 睦委 員 会  親 畦章員

R C

1/12(火)過常例会 (9ラブ協議会)

☆次年度会長報告

会長エレクト  横 合 舜 三

「新年わめてとうこざ

います。本年もよるし

くお困い申しあげますJ

吉日文夫

藤本 吉 文

将夫、

稔、

舞子、

幸彦、

章夫、

久、

赤尾 未 雄、

遠藤 二 郎、

吉尾警太郎、

津守 弘 範、

中山順一郎、

杉日  誠 、

飯島 裕 美、

高村  弘 、

増股 末 男、

海野 栄 一、大寒

宮本  説 、伊神

足立潤三郎、奈日

奥日 文 夫、北村

若林 滋 和、橋本

藤本 吉 文、村上

幹事 遠 藤 二 郎
浴故 出席 M U 欠席 出 席 率

釜昌 4 6 4 3 0 3 934神

事足 4 5 43 0 2 955祥



新海源四郎、権倉 鼻 三、佐伯 和 唐、

日中  実 、橋□ 洋 三、須藤 起姓、

吉沢 洋 景

〔おことわり〕各会員の表現はこ々あり

ましたが大同小異でしたので、以上のよう

にまと0さ せていたたきました。

★米山奨学事業委員会

委員長 橋 本 章 夫

【米山功労者表彰】

赤尾 未 雄会員、 遠 藤 二 郎会員

専̀ ““(【年頭のことば】ぐぐャぐ`ふぐ `ム

役員理事各香員会委員長

年頭にあたり以下のとおり、新年の抱自 活

動計画専をユーモアを交えながら明るく決言表

SAA奪 員長

社会奉仕委員長

青少年奉ll委員長

職業奉仕福委員長

雑誌委員長

増強委員長

職業分類委員長

会員選考委員長

0伊リー情報委員長

国際奉仕委員長

会報委員長

出席委員長

フログラム委員長

規嵯委員長

広報副委員長

世界社会奉t委 員長

米山奨学事業委員長

□―タリー財E3妻員長

国際青少年交換章員長

*点  産

足立frl二郎

吉尾警太郎

吉沢 洋 景

橋口 洋 三

小島周二郎

海野 栄 一

陽  耕 進

永日 健 作

日中  実

新海源□郎

奥日 文 夫

宮本  誠

北村 幸 彦

杉口  誠

大松 誠 二

菊地  敏

橋本 幸 夫

小坂 ― 郎

小城 章 員

会長 赤 尾

O

未進

明しました。

次期会長

副 会 長

幹  事

会  計

横倉 窮 三

萩生口茂夫

遠藤 二 郎

伊10  稔

以上合計 66,000円

ギ_Tこと色ふ勅↓″う

〔12月経生机〕

〔例会スナップ〕

(例会スナップ〕

多摩センターピル7F

0423(72)S4髄/FAX 0423(72)6494

】例会日 岳濁水隈日4230月 の最終例会1030


